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□ 規       格
□ 一 般 名 称
□ 特       長

□ 塗 料 性 状

□ 塗 装 基 準
　下  地 調 整：
　荷        姿：
　希   釈   剤：
　塗  装 方 法：

　エアレス条件：
　乾  燥 時 間：

国土交通省　機械工事塗装要領（案）・同解説（令和3年2月版）　　日本ペイント規格　

シリコン系防汚塗料

・エアレス1回塗りで150μmまで塗装できます。

・有害物質の溶出がありません。

・耐水性･耐候性がすぐれています。

・汚損生物が付着しにくく、極めて容易に脱落します。(防汚性にすぐれています)

・塗料性状に記載の数値は、全て代表的な色相、つやを想定しています。

・加熱残分（％）：８０

・施主基準書に準じた下地調整を行ってください。

12kg

ﾆｯﾍﾟ ｽﾘｰｸｼﾝﾅｰ[洗浄用]

・上記各数値は、施主基準書に準拠したものとなっており、被塗物の形状や気象条件等で各数値は増減することがあります。

  施主基準書に従って塗装してください。

・一次圧0.4～0.5MPa  二次圧12MPa以上  チップNo.163-617、619など

・乾燥時間は目安です。使用量、通風、湿度および素地の状態によって異なります。

・塗り重ね乾燥時間は、施主基準書に定められた数値となっております。気象条件や被塗物の状態によって、その値に変動

  がありますので、塗膜状態を確認してから塗り重ねをするようにしてください。

日本ペイント株式会社

ニッペスリークＡＦ－２

製品使用説明書



□ 注 意 事 項

CCチャート

・下地調整など塗装基準の詳細については、各施主様の指針書をご参照願い

　ます。

・塗料は石油缶の中で二層分離していますので、使用直前にかくはんしてく

　ださい。開缶後そのまま放置しますと表層より固化が進行してきます。

・他の塗料と混合するとはじきますので、洗用シンナー、塗装具等は専用の

　ものを使用ください。

・ウェットフィルムゲージでウェット膜厚を管理しながら塗装してください

　。

・塗面は非常にすべりやすくなりますので、施工には注意してください。

・形状が複雑な場合、塗り残しを避ける為、2回塗にて150μm塗付ください

　。

・乾燥は低温時において著しく低下し、乾燥過程で種々の塗膜欠陥を生ずる

　ことがありますので5℃以下の気温が連続する場合、施工しないでくださ

　い。

・塗装間隔は5時間以上24時間以内にて施工ください。

・溶剤系塗料のため、室内での塗装は必ず換気を行ってください。また、外

　部での塗装においても、換気口・空気取入口などに養生を行い、溶剤蒸気

　が室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮をお願い致

　します。

・作業前に容器に記載している「安全衛生上の注意事項」をご参照ください

　。

・塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないで

　ください。

　製品安全に関する詳細な内容は安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ（SDS）をご参照ください｡

●本書類の内容については、予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。

●本書類中の製品名・会社名は、日本ペイント株式会社、その他の会社の、日本およびその他の国の登録商標または商標です。

●Copyright (c) 2014 Nippon Paint Co., Ltd. All rights reserved.　※この書類に対する加筆、修正はご遠慮ください。
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